
様　式　Ｂ－２　別紙　 〔記入例〕

機関番号

名　　　称

代表者職名

第３種科研費

所属部局 職　名 氏　　　名 計 直接経費 間接経費 繰越承認要求額 本年度支出見込額

基盤研究（Ｓ） 17345699 ○○学部 教授 ○○　○○ ○○○に関する研究 26,000,000 20,000,000 6,000,000 13,000,000 13,000,000 平成21年9月30日 ① キ

基盤研究（Ａ） 18345688 大学院△△研究科 助教 △△　△△ △△に関する研究 10,400,000 8,000,000 2,400,000 2,600,000 7,800,000 平成21年12月31日 ⑥ ウ

基盤研究（Ｃ） 19345677 ◇◇研究センター 准教授 ◇◇　◇◇ ◇◇◇◇に関する研究 2,600,000 2,000,000 600,000 390,000 2,210,000 平成22年3月31日 ⑦ ア

補助事業完了時期

平　成　２０　年　度　科　学　研　究　費　補　助　金　に　係　る　繰　越　（ 翌　債 ）　承　認　要　求　一　覧

研究種目 課題番号 研究課題名
研究代表者 繰越

事由

左の額の支出見込額内訳交付を受けた補助金

学長

研究機関
所 在 地

12345

〒100-8959

○○大学

東京都千代田区霞が関３－２－２



〔作成上の注意〕様式Ｂ－２ 別紙

科研費種別１
第１・２種科研費（文部科学省交付分）と第３種科研費（独立行政法人日本学術振興会交付

分）で分けて作成すること（一覧の表の左上「第 科研費」の箇所に「第１・２種科研費」又
は「第３種科研費」と記載すること 。）

課題の記載順番２
一覧に記載する課題の順番については、まず研究種目順※に、次に課題番号順（番号の若い

順）に記載すること。
※研究種目の順番は以下のとおり。
＜第１・２種科研費の研究種目＞

、 、 、 （ ）、 （ ）、特別推進研究 特定領域研究 新学術領域研究 若手研究 Ａ 若手研究 Ｂ
特別研究促進費、研究成果公開発表（Ａ）

＜第３種科研費の研究種目の順番＞
（ ）、 （ ）、 （ ）、 （ ）、 、基盤研究 Ｓ 基盤研究 Ａ 基盤研究 Ｂ 基盤研究 Ｃ 萌芽研究

若手研究（Ｓ 、若手研究（スタートアップ 、奨励研究、特別研究員奨励費、） ）
学術創成研究費、
研究成果公開促進費（学術図書 、研究成果公開促進費（データベース））

ページ数３
ページ数を記載すること（例えば３ページのうちの１ページ目の場合は「１／３ 。」）

「研究機関」欄４
所在地の記入については次によること。

① 大学、短期大学、高等専門学校等は 「全国大学一覧 「全国短期大学一覧」及び「高等、 」、
専門学校一覧」の本部の所在地を確認のうえ記入すること。

② 文部科学省の施設等機関は 「文部科学省職員録」の機関所在地を記入すること。、
③ 国若しくは地方公共団体の設置する研究所その他の機関、特別の法律により設立された法

人若しくは当該法人の設置する研究所その他の機関又は民法第３４条の規定により設立され
た法人は、文部科学省に届けている所在地を記入すること。

④ 本邦の法令に基づいて設立された会社その他の法人が設置する研究所その他の機関又は研
究を主たる事業としている会社等であって、学術の振興に寄与する研究を行う研究者が所属
するもののうち、文部科学大臣の指定を受けた研究機関は、機関の指定を受ける際に提出し
た申請書に記載の住所を記入すること。

「研究種目 「課題番号 「研究代表者」及び「研究課題名」欄５ 」、 」、
それぞれの研究種目、課題番号、研究代表者の所属部局・職名・氏名、研究課題名を記入す

ること。

「交付を受けた補助金」欄６
平成２０年度に交付を受けた補助金を円単位で記入すること。
なお、間接経費の交付を受けてない場合は 「間接経費」欄に「０」を記入すること。、

「左の額の支出見込額内訳」欄７
「交付を受けた補助金」欄に記入した額のうち、繰越承認要求額及び本年度支出見込額をそ

れぞれ円単位で記入すること。
なお、繰越承認要求額は、直接経費と間接経費の合計額を記入すること。

「補助事業完了時期」及び「繰越事由」欄８
様式Ｃ－２に記載されている補助事業完了時期の日付（年月日）と繰越事由の記号を記載す

ること。

とりまとめ方法９
様式Ｂ－２別紙（科研費種別ごと）を先頭に、様式Ｃ－１、様式Ｃ－２及び様式Ｃ－３を一

、 （ ） 。組とし 様式Ｂ－２別紙に記載している順 研究種目順及び課題番号順 にとりまとめること
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